
知的資産経営WEEK2018

⽬に⾒えず決算書には出てこない知的資産をどのように活⽤し、
どのように企業活動の実績につなげてゆくのか。
本イベントでは、⾃社分析により成⻑している事例を経営者と⽀援者に
語っていただき、知的資産の活⽤について掘り起こします。

知的資産の活⽤が
『永く愛される企業』を創る!

飯⽥橋レインボービル 1階C会議室
東京都新宿区市⾕船河原町11

パネルディスカッション 「知的資産経営の実践と⽀援」

⾏政インフォメーション 「経営デザインシート」について

主 催 特定⾮営利活動法⼈ 知的資産経営たから

知恵と⼯夫で課題を乗り越え成⻑した事例とその秘訣

内閣府知的財産戦略推進事務局参事官補佐 宇津⽊ 達郎 ⽒

中⼩企業経営者・⽀援機関・⾦融機関・コンサルタント等

髙⾕ 桂⼦ 特定⾏政書⼠、特定社会保険労務⼠、特定⾮営利活動法⼈ 知的資産経営たから 理事⻑
20代で⼤⼿⾷品会社（役員秘書）を退職し、起業するも上⼿くいかず。それでも「輝きたい！」とい
う夢は持ち続け、⾏政書⼠・社会保険労務⼠となる。現場に知的資産経営とマーケティングの⼿法を
取り⼊れ、企業の成⻑・発展のための経営⽀援を⾏っている。各地にて経営・マーケティングセミ
ナー講師としての実績多数。1男の⺟。

モデレーター

中⼭ ⼀郎
群⾺県よろず⽀援拠点

コーディネーター
経営⾰新等⽀援機関
弊法⼈理事

「経営デザインシート」は、持続的な成⻑のために将来の経営の基幹となる価値創造の仕組みを
デザインするフレームワークです（内閣府が提唱）。このシートについて解説して頂きます。

経済産業省、株式会社⽇本政策⾦融公庫、多摩信⽤⾦庫、⻄武信⽤⾦庫、
三鷹商⼯会、武蔵野商⼯会議所、株式会社マネジメントブレーン、
特定⾮営利活動法⼈MB経営者クラブ （順不同）

会 場

参加対象

後 援

2019年

2⽉6⽇[⽔]
1：00〜4：30

無 料

パネリスト

姫野 裕基 ⽒
中⼩企業診断⼠
ひめの企画代表

パネリスト

⻑岡 俊⾏ ⽒
⾏政書⼠
社会保険労務⼠
中⼩企業診断⼠
合同会社ハッソウ代表

複写機メーカーの営業に従事した後IT企
業を設⽴。合併を機に企画・マーケティ
ング教育会社⼊社。企業研修、講演、会
計事務所を通し中⼩企業のマーケティン
グ⽀援等に従事。三度の創業を経験。

福岡県久留⽶市出⾝。東京理科⼤卒
⽣命保険会社にて4年間営業職を経験後、
1998年株式会社丸信⼊社。
営業スタッフから部⻑職を経て、2010年
代表取締役社⻑就任。

2011年4⽉ ⾏政書⼠登録と同時に独⽴開
業。2015年社会保険労務⼠登録、2018
年中⼩企業診断⼠登録。3つの資格を活
⽤して、⼩規模建設業者に対する包括的
な⽀援サービスを提供している。

講 演 知的資産の活⽤が『永く愛される企業』を創る!

平⽊ 洋⼆ ⽒
株式会社丸信

代表取締役
（包装資材販売業）

パネリスト

⾃社分析により知的資産を活⽤
している経営者とその⽀援者、
知的資産の活⽤により企業を
成⻑に導いている⽀援者が
登壇し事例と秘訣を語ります。
第1部に登壇する髙⾕桂⼦も
パネリストとして加わります。



プログラム

会場アクセス

参加申込み⽅法

12：30 開場（受付開始）

1：00 開会挨拶 特定⾮営利活動法⼈ 知的資産経営たから 副理事⻑ 益⼦ 光宣

1：05〜1：55
第１部
＜講演＞知的資産の活⽤が『永く愛される企業』を創る!

髙⾕ 桂⼦
特定⾏政書⼠、特定社会保険労務⼠、特定⾮営利活動法⼈ 知的資産経営たから 理事⻑

2：10 〜3：45

第２部
＜パネルディスカッション＞「知的資産経営の実践と⽀援」

モデレーター
中⼭ ⼀郎 群⾺県よろず⽀援拠点コーディネーター、経営⾰新等⽀援機関、弊法⼈理事

パネリスト
平⽊ 洋⼆ ⽒ 株式会社丸信代表取締役
姫野 裕基 ⽒ 中⼩企業診断⼠、ひめの企画代表
⻑岡 俊⾏ ⽒ ⾏政書⼠、社会保険労務⼠、中⼩企業診断⼠、合同会社ハッソウ代表
髙⾕ 桂⼦ 特定⾏政書⼠、特定社会保険労務⼠、弊法⼈理事⻑

3：45 〜4：00 休憩

4：00 〜4：20 第３部
「経営デザインシート」について

知的財産戦略推進事務局参事官補佐 宇津⽊ 達郎 ⽒

4：20 〜4：30 閉会挨拶 特定⾮営利活動法⼈ 知的資産経営たから 理事⻑ 髙⾕ 桂⼦
プログラム内容は当⽇変更になる場合があります

飯⽥橋レインボービル 1階C会議室
（東京都新宿区市⾕船河原町11）

JR飯⽥橋駅⻄⼝より徒歩8分JR

お問合せ：特定⾮営利活動法⼈ 知的資産経営たから 事務局 ⼩平、中⼭ takaraiabm@gmail.com

お名前

ご職業 □中⼩企業診断⼠ □⾏政書⼠ □その他⼠業 □経営者 □⾏政機関 □⾦融機関
□研究者 □その他【 】

ご所属
メール
ご住所
電話番号

https://ssl.form-mailer.jp/fms/2beafedb602928

020‐4664‐3202takaraiabm@gmail.com
下記内容ご記⼊の上お送りください

Email FAX

お申込み
フォーム

地下鉄 東京メトロ飯⽥橋駅
B3出⼝より徒歩7分外堀

外堀通り

JR
飯⽥橋駅
⻄⼝

飯⽥橋
レインボービル 東京理科⼤

神
楽
坂

B3出⼝
神楽坂下交差点←市ヶ⾕⽅⾯

お申込みフォーム、QRコード、メール⼜はFAXで
お申し込みください

満席の場合は事務局よりご連絡申し上げます


